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第39巻第１号

最終講義

佐藤嘉一先生をお送りするにあたって 木田　融男（ 1 ）

『出会い』とわたくしのアルフレッド・シュッツ研究 佐藤　嘉一（ 5 ）

（資料）佐藤嘉一教授　略歴と業績

論　　文

Civil Society and Contemporary Japanese Economy : 松葉　正文（ 29 ）

Between Civil Society and Corporation-centered Society

タイプⅡ環境ラベルによる自己適合宣言の課題 竹濱　朝美（ 41 ）

― エコプロダクツをめぐる適合性評価および情報開示 ―

公民館と生涯学習（１） 飯田　哲也（ 67 ）

― 生涯教育・学習論の現代的課題 ―

社会的行為と相対化の問題について ― モチーフとしての 中村　文哉（ 87 ）

ハンセン病経験者の生と「知覚の現象学」の社会学的可能性

リスク社会の存在論的不安と少年犯罪 近藤　理恵（109）

― 佐賀バスジャック事件をもとにして ―

「自己決定」がもたらす言説空間の閉塞 池田　知加（127）

― 人生相談における悩みの変遷より ―

研究ノート

Ａ. グラムシにおけるサバルタン論の生成に関する覚書 松田　　博（151）

2002Ｗ杯とメディア言説 ファン・ソンビン（161）

― テレビと新聞はＷ杯をどのように伝えたか（日本編）― 中村　　綾

書　　評

Dan Goodley, Self-advocacy in the Lives of People with Learning 中根　成寿（187）

Difficulties, Open University Press, 2002

2002年度産業社会学会（教員・院生）共同研究会一覧 （193）

2002年度産業社会学会研究プロジェクト （194）
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『立命館産業社会論集』第38巻（第１～４号）総目次 （195）

学会員（教員）研究動向〔2002.4～2003.3〕 （199）

第39巻第２号

論　　文

障害者福祉分野で進行する“脱施設化”政策の動向に関する批判的検討 峰島　　厚（ 1 ）

―「障害者基本計画」における知的障害者の地域生活移行施策の本質と問題―

親になることと妊娠・出産期のケア 松島　　京（ 19 ）

― 地域医療と子育て支援の連携の可能性 ―

戦後日本映画における「在日」女性像 梁　　仁實（ 35 ）

英国公営住宅再生におけるHousing Action Trustの位置と意義 蓮田　　攻（ 57 ）

― リバプールHousing Action Trustの事例を通じて ―

研究ノート

震災救援の最前線に立った中学生たち（その５） 深井　純一（ 83 ）

― 1925年北但震災における旧制豊岡中学生たちの救援奉仕活動の 岸田　秀樹

作文記録を発掘して ―

Ａ．グラムシと千年王国運動に関する覚書 松田　　博（105）

中国のことばと文化・社会（一） 文　　楚雄（115）

調査報告

現代中国都市部における障害者問題 趙　　没名（135）

― 上海市Ｗコミュニティーの障害者統計調査から ―

翻　　訳

マックス・ヴェーバーの政治と政治教育（下） ローレンス・A．スカッフ（151）

朝田　佳尚・尾場瀬一郎 訳

覚　　書

日本の戦後史・断想（上） 松葉　正文（161）

―『昭和天皇』『敗北を抱きしめて』『歴史としての戦後日本』を読了して ―
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第39巻第３号

論　　文

ベルリン：歴史修復装置としての都市空間 東　自由里（ 1 ）

リム　ボン

ジェイ・クラパーキ

『恩』の構造 ― 契約における非契約的要素の問題 ― 佐藤　嘉一（ 17 ）

放送における聴覚障害者の情報環境 加藤　一志（ 33 ）

― 独立メディア「目で聴くテレビ」を中心に ― 津田　正夫

民俗芸能の保存と後継者育成問題 相原　　進（ 53 ）

― 京都市内における『六斎念仏』の保存活動を事例に ―

台湾におけるポストコロニアル研究の現状と課題の一考察 張　　原銘（ 69 ）

― 陳芳明によるポストコロニアル研究の展開 ―

地方自治体における温暖化対策の現状と課題 平岡　俊一（ 87 ）

― 近畿地方の市町村に対するアンケート調査に基づいて ―

初期マルクスにおける市民社会論の出発点 藤田　　悟（105）

―「真の民主制｣論をめぐって ―

研究ノート

グラムシにおける「ホモ・ファーベル」問題に関する覚書 松田　　博（127）

中国のことばと文化・社会（二） 文　　楚雄（137）

現代日本社会論の試み（上）― 社会学による構成 ― 飯田　哲也（151）

調査報告

支援費制度施行状況及び利用結果に関する調査報告 趙　　没名（171）

資料紹介

米国連邦取引委員会による環境表示規制 竹濱　朝美（185）

覚　　書

日本の戦後史・断想（下） 松葉　正文（205）

―『昭和天皇』『敗北を抱きしめて』『歴史としての戦後日本』を読了して ―

学位論文要旨および審査要旨 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（217）

桝本　妙子「『健康』をめぐる社会学的研究 ― 保健師の『地区活動』の発展を求めて」

黒川　章子「イギリス赤十字社・ボランタリー救護部隊の研究 ― イギリスにおけるボランタリ
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ズムの伝統と女性の戦時ボランタリー活動」

藤田　博文「ミシェル・フーコーの権力論 ―『戦術』と『戦略』概念を中心に」

観行　智信「『文化装置』としてのスポーツ・イベント―1950年代までの国民体育大会に関して」

西田　心平「寄せ場の臨床社会学的研究 ―『釜ヶ崎』における野宿者の日常的実践」

千守　隆夫「希望と限界，そしてポピュリズム― C.ラッシュにおけるラディカリズム再生の戦略」

第39巻第４号

論　　文

トヨタマンのキャリア・アンカーと職業生涯 辻　　勝次（ 1 ）

― 幸運世代のライフストーリー分析 ―

P. L. バーガーのアイデンティティ論について 吉田　幸治（ 23 ）

ベトナムにおける障害児者家族の生活実態に関する調査研究 Vu Thi Ngoc Anh（ 49 ）

― ホーチミン市及びフェ市の実態調査結果 ―

青少年の「自分さがし」に関する一考察 藤井　友紀（ 71 ）

― J. ボードリヤールの「他者性」論を手がかりに ―

高度生殖医療におけるクライエントの新たな心理・社会的困難の検討（１） 宮田　久枝（ 91 ）

― 先行研究の分析を通して ―

都道府県における温暖化対策の現状と今後の役割 平岡　俊一（105）

― 全国都道府県に対するアンケート調査に基づいて ―

日常的CMC実践の情報倫理学 平本　　毅（123）

― インタラクティブな達成としての「専門性」―

リフレクティブ・プロダクション・システムにおける 森川　　誠（145）

＜知＞，＜対話＞，＜参画＞に関する一考察

研究ノート

中国のことばと文化・社会（三） 文　　楚雄（171）

「看護の社会的役割」に関する一考察 武分　祥子（185）

― ナイチンゲール及び『季刊綜合看護』の看護分析を通じて ―

研究集会

都市再生とNPO ― ニューヨーク・コモングラウンドの挑戦 ― リム　ボン（203）

翻　　訳

市民社会の歴史的展望 ユルゲン・コッカ（223）

松葉　正文 訳


